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「へンリー八世」地誌考(後篇)

竹内 壁邑
三正巳

Shakespeare's Place-Names Commentary 

Henry vnr (Part II) 

Yutaka Takeuchi 

29 Kildare II _ 1 _ 41 53.10 N 6.55W 

アイルランド語でキル・ダラ CillDara。アイルランド共和国レンスター県

Leinsterの一州。主都も Kildareでこれも同じくアイルランド語でCillDara。

首都ダプリンDublinの南西約 50kmにある。この地には 5世紀に聖ブリジッ

ドによって建てられた教会がある。今日アイルランドの守護神となっている

ブリジッド Brigid(または Bridget，Brigit. Brighicf， Bride， Brigida， Brigitta) 

は451年から 453年の聞にアイリッシュ海 IrishSeaのダ、ンドーク湾 Dun-

dalk Bayの口にあるダンドーク Dundalk(アイルランド語でDunDealgan) 

の近くで山賊の女奴隷の子として生まれたが，レンスター県の王の力で自由

の身となったといわれる。聖ノfトリック Patrick(ca. 387 -ca. 461)に深〈師

愛した。ブリジッドがこの町に建てた女子修道院はアイルランドの宗教と学

聞の中心となった。彼女は 523年の，あるいは 525年の 2月1日にこの地で

没し，その日がその祝日 St.Brigid's Dayとなっている。パトリックについで

のアイルランド守護聖人である。

30 Lincoln II. N. ト書 53.14 N 0.33W 

ローマ占領時代にはリンドム Lindumとよばれた。ローマ皇帝クラウディ

ウス Claudius1
)が43年にブリテン島に親征したが，その 7年後の 50年にこ
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158 竹内 豊

のリンドムにローマ第 9軍団の駐屯地が設けられた。この駐屯部隊は 60年頃

ローマに対して一大叛乱を起したイケニ王国Iceniの女王ボウディッカ Bou

dicca
2
)の鎮圧に成功はしなかったが勇耳士にその叛乱地に向ったのが紫と白の

軍服をつけたこのリンドム駐屯の第 9軍団ヒスパナ LegioIX Hispanaの精

鋭であった。ロンドンから約 209km，汽車で約 2時間半のところに位置する。

リンドムの名の由来はローマ時代より更に早くケル卜語でLindonとよばれ

ていた。語の前半は f加2=POO]， lakeという地勢上から生じたもので、ノー

フォーク州のキングズ・リム King'sLynn市も同じである。この池・湖の意
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味は、 Lindonの場合はこの辺りを流れるウィタム川(またはウィザムJlI)

Withamの川幅が広くなったことを示したことに発している。語の後半も同

じくケルト語で小山の砦 hillfortを意味するが， 正しくこのリンカン市は高

さ約 63mの丘の中腹に4建っている。ローマ時代こ〉に植民市が建設されたこ

とから Lindumcoloniaとよばれ，これが縮って今日の Lincolnになったので

あるが，その聞の変遷は次のように記録される。ベーダーはその『英国民教

会史j Bede 's Ecclesiast化。1Histoη 01 the English Nationの中でLindo

coli加 (ca.730年)， rアングロ・サクソン年代記j(注 17参看)はLindcylene

(942年)，そして DomesdayBook3
)には Lincolnia(1086年)と記録きれて

きたのである。

ローマ人の後にはサクソン人， デーン人もこ冶に拠った。ノルマン人の征

服の後，ウィリアム征服王は 1068年に早くもこの地を戦略上要衝な地として

ここに城を築いた。またリンカンは当時既にロンドン，ウインチェスター(第

38項参看)，ヨークにつぐ重要都市であり， 13世紀頃にはロンドン， ヨーク

につぐ大都会(といっても人口 3，000-4，000人。ただロンドンだけは桁はず

れに大きく約 40，000人)であり，この国 4番目の海港となっていた。リンカ

ンが海港であったとは驚くことでもあろうが，正しくその通りであって，こ

のウィタム川の川口のボストン Bostonは 13世紀にはイギリス第 2の海港

であったのである。それはこの辺リが沼沢地帯 Fensといわれる海抜 Oない

しマイナスのような低い地帯で，その昔は大陸とつながっていたところで、

北海から湾入しているウォッシュ湾 TheWashはかつてライン川の三角洲

の一部であった。このように地勢が対揮の大陸のオランダに似ているので早

くにオランダ人が移住して風車を作り， レースを編むなどオラン夕、、的生活が

行われるばかりでなく，住民にも今もオランダ風の顔立ちが目立つのである。

そうしてリンカン州の一部でウォッシュ湾に臨む低地一帯は Hollandの名と

さえなっているのである。

リンカンの町は既述のように小丘の中腹に出来ているが，この町で一番壮

大なものはリンカン大聖堂 LincolnCathedralである。これは市内の中心部に
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160 竹内 豊

して， しかもどこからでも仰ぎ眺められる位置にあって，ウィリアム征服王

の築いた城と対峠する恰好で、建てられている。大聖堂の祖たるものは 1075年

-1090年頃司教レミギィウス Remrgius4lによった初期ノルマン式教会で

あった。 1141年の火災後司教アレクサンダ-Alexander5lの手で後期ノルマ

ン式に建て代わったが，1185年の地震で完全に破壊された。しかしこれは一

つの聖堂を全く新しく建直す機会となった。時の司教ヒュ-Hugh6lの計画に

よって 1192年再建・拡張が始められ， 1世紀以上の歳月と莫大な金，それに

人足が費されて 1307年完成した。これによりヒューの名は英国建築史上にも偉

大な建築家の一人として留まることとなった。特に「聖ヒューの合唱席JChoir

Stallsと，一対の塔とその背後に更に一つの大きな塔が加つての 3つの塔が小

高い丘に天を指す西正面は圧倒的景観を呈し，全体はノルマン様式の構想の

中にもすぐれたゴシックの初英式 Early-Englishと文飾式Decoratedを有

し，主塔の高さは約 89mとやや低いがイギリスでも最も雄大な聖堂のーっと

なっている。ゴシック建築に見られる鬼・怪獣の形の屋根の水の「落し口」

( I樋の口J)Gargoyleの中にはフラ-Fuller7lによると「ひどくこわい，いか

めしい顔付きでリンカンの町を見下している悪魔j ‘Devillookingover Lin-

coln with a torve and tetrick countenance'もある。

リンカンは昔ロビン・フッド RobinFood8lの一味が着用したことで名高

い鮮繰色のラシャ，いわゆるリンカン・グリーン Lincolngreenを産したと

ころで、もある。

31 Ely II. N. ト書 52.24 N 0.16 E 

語源は OK，をl-ge，el-ge=eel district。ベーダーは『英国民教会史Jの中で「湿

地帯で獲れる沢山のウナギからイーリィの名は生まれた。古ιge'が早い時代

に 'eleg:すなわち‘eelisland' (ウナギの島)となったJ( 4 -19)と述べてい

る。

ケィンブリッヂ市から北へ約 26km， ウーズ:'!IiOuse9lというよりももう

既に上流となってケインブリッヂ川となっている川の左岸(西側)に位する
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小さな町である。リンカンの町と同じように今日 Isleof Elyなる名は単なる

行政上の一区劃を示す名であるが，その昔にはその名の通り一帯沼沢の中の

島で，イーリィの僧院は船で渡ったと記録されている。この地方は今日こそ

海から離れていてリンカンの場合と同じように意外と思えることであるが，

イーリィより更にあれ程内陸に引込んでいるケインブリッヂでさえかつては

海と結んでいた港であった。さてこの町は大聖堂の町でそれははんの小高い

丘にありながら辺りを牌呪し，その規模の大きさと建築学上の特色で有名で

ある。全長ではウインチェスター大聖堂の約 158mに次いで第 2位の約 156

mである。因みに英国国教の総本山であるカンタベリ大聖堂の全長は約 155

m，カンタベリに次ぐ北の総本山ヨーク大聖堂のは約 146mである。

大聖堂の原型は 673年世を厭い人を避け俗界の関心を去って，ただキリス

トの教えに龍ろうとして，こ、の尼僧院長となったエゼルスリス Ethel-

thryth10Jがここに修道院を建設したのによっている。 1081年ウィリアム征

服王によってここの修道院長に任ぜられた高僧にして大建築家のスイミオン

Abbot Simeonが 1083年聖堂の建設を始め，作業は更に引きつがれて大方完

成したのは 16世紀である。それ故に様式もノルマン式，初英式，文飾式，垂

直式が揮然一体となってみられる。特に中央の八角塔 CentralOctagonは

4ヶの大きなアーチからなっていて，ゴシック建築にみられる最も美しし

最もオリジナルな姿を呈している。イーリィの大聖堂もヨーク， リンカン，

ダラムの大聖堂と同じく西から東にかけて閉じ高さの屋根を有し，それが大

きな船の走るような，またライオンが疑視したま、休んでいるような均整の

とれた美しさと雄壮さを表している。

32 Rochester II. N. ト書 51.24 N 0.30 E 

カンタベリ， ドーウーアーに通ずる国道2号線をロンドンのハイド・パーク

を基点としてそこから約 50km東南東に下った地で，いわゆる「英国の庭園J

The Garden of England 1りとし、われる美しいケント州にある町で人口約 55，

000 (1971)，メドウェイ)11Medwayの右岸にあるが，川は丁度ここでこの町
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162 竹内 豊

を囲むように蛇行している。 43年クラウディウスのブリタニア遠征軍が苦境

に追い込まれたのは実にこの川の手前であった。

Rochesterはローマ時代ドゥロブリーノfェDurobrivaeの名であった。これ

はローマ人が築いた砦 duroニ stronghold十 brivaニ bridgeから出て‘the

bridges of the stronghold'.‘walled town at the bridges'の意をあらわしてい

たように古くにローマの橋があった。 OEでは Hrojescasterの名となり，ベー

夕、、ーは『英国民教会史』に Hrojaescaestreと誌している。 Hrofiはローマ人の

築いた砦の意て三それにローマ人の住む町をあらわす caesterがついたもの

であり，古くからロンドンとドーヴ、ァーを結ふ、ウォトリング街道 Watling

Streetが通っていた要所でもあった。このようにこの辺りはロンドンと大陸

とを結ぶケント州の海港と交わる重要な地点であるばかりでなく，地味豊か

な「英国の庭園」でもあったので紀元前 52年頃ガッリア・ベルギカ Gallia-

Belgica (今日のベルギー地方)からこの地に渡ってきたベルカ、エ人 Belgae

の居住地となり，彼等はこ、で農業を営んでいた。また彼等は大陸のか、リア

人と絶えず連絡をとりローマ反抗に力を貸していたことが紀元前 55年の

シーザーのブリタニア遠征を導いたといわれる。

またこの地は王政復古によって流浪先きのフランスから帰国するチャール

ズ二世が 1660年 5月25日ドーヴ、アーに上陸し，ロンドンに都入りする 5月

29日に一泊したところである。また 1688年 12月 23日チャールズ、二世の弟

で反動・暴虐・専制の限りをつくしたジェームズ二世がフランスへ亡命する

船出の地ともなった。更にこの地はチョーサーの『カンタベリ物語jThe 

Canterbury Talesの順礼の一行がカンタベリへの 4日の行程の 2日自の宿を

とった町である。

町には 11世紀に，正確には 1077年 3月 19日から 1108年 3月8日のその

死までこの地の司教であって，誠実な信仰の他に優れた建築技術を備えたカー

ンダルフ Gundulf12lがウィリアム征服王の次子で「赤顔JRufusの津名を

もったウィリアム二世の命で建てたノルマン様式の城がメドウェイ川に面し

ている。これは更にカンタベリの第 38代大司教ウィリアム・ド・コーベル

(162) 
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(またはコルベイ)William de Corbeuip3)の手によって隅塔Keepが備えら

れた。その後欠地王ジョン，へンリ一三世の攻囲にあって壊われ，エドワー

ド四世が修復したが，間もなく衰廃し，今臼では厚さ 3.6m，高さ 36mの四

角形の隅塔が残る公園となっている。

今一つこの町の建造物に聖堂がある。規模は主塔の高きが約 47mで他の聖

堂に比べると可成り低く(英国で最も高いソールズベリ大聖堂の塔は 125m) 

全体に小さいが， カンタベリ大聖堂と同じように 2つの外陣を備え，またそ

の歴史も古い。 604年この辺りでキリスト教の布教につとめた聖アウグス

ティヌスのために当時のケント王エセルベルトが建てたのがその最初であっ

たが，後デーン人によって一部が壊わされた。 1082年ガンダルフがこ、に新

しい教会堂と修道院を建てた。更に 1114年にこ、の司教に任ぜられたエルヌ

ルフ Ernulf14)が修営し完成させた。その後 1125年から 5年がかりでノルマ

ン式西正面が， 1352年 (1343年頃ともいう)に中央塔が建造されたが，更に

この塔の上に尖塔が 15世紀になってつけられた。今日見られる主塔は 19世

紀に旧塔と同じに再建きれたものである。

33 St. Asaph II. N. ト書 53.16N 3.26W 

北西ウェイルズのフリントシャ-Flintshire，クライドJ1!Clwydの左岸の

人口 2，000足らずの小村。また英国で最も小きい聖堂がある。この聖堂は 560

年頃この地に司教管区がおかれたに始まる。 596年頃没したといわれるアサ

フAsaph(または Asaaf，Assa， Asa)なる修道士が修道院を聞き，それが今

日の聖堂の基となった。この地の元の名はLlanelwy (語頭の IIの発音は

ウェイルズ人にしか出来ない)であったが， 1100年頃から St.Asaphの名に

変わり，大司教がおかれている。 St.Asaphその人の祭日は 5月 1日である。

34 Bayonne II. N. 170 43.30 N 1. 28 W 

パイヨンヌ。ビスケー湾に面しスペイン国境に近いフランス最南西に位置

する港町であり，交通の要所。人口約 45，000(1968)の化学工業都市。ロー
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マ時代から開け当時の城壁や中世の城壁も残っている。 1199年から 1451

年までイギリス領であった。

35 Orleans II _ N _ 172 47.54 N l. 54 E 

オルレアン。フランスのオルレアン県の中心都市で，パリ盆地の南部。パ

リから南 120km，フランス最長のロアール川の北岸に， iフランスの庭園Jの

沃野をひかえ農産物の集散地として発達した町で人口約 95，000(1968)。ロ

ワール111とセーヌ 111の近接する部分で交通の要所・要害の位置ばかりていな

し大西洋からの帆船の遡航が可能で、あって長い間ノfリと競い合い， 17世紀

にはパリを凌いで栄えた町であった。ローマ時代軍道の渡河点として既に栄

え，古来戦略的にも重視されたところで，この町の運命がフランスの国運でも

あるとさえいわれた。古くは紀元前 52年シーザーの7ゲリア征討に反抗した中

心地であって，この時ケナブム Cenabumの名のこの町は破壊された。その後

「世界の再建者JRestitutor Orbisと讃えられながらも非業の最後をとげた

ローマ皇帝アウレリアヌス LuciusDomitius Aurelianus (ca. 214-275. 9. 

r. 270-275)が再建し，町の名は Aurelianumとなった。これが今日の名の

由来である。この町は百年戦争の中心地として史上に現われ，この町の抵抗

は国民の奮起をよぴ，更に「オルレアンの少女」の別名をもっ奇蹟の少女ジャ

ンヌ・ダルク Jeanned'Arcが 1429年 4月29日突如としてこの町に現われ，

祖国を救う転機となった。市の中心広場に彼女の勇壮な騎馬像がある。本劇

のDukeof Orleansはフランシス一世(フランソア一世 Francois1494. 9. 

12-1547. 3. 31. r .1515-1547)の第 2王子のことである。

36 Alencon III. II. 85. 48.25 N 0.05 E 

アランソン。フランス西部，オルヌ県 Orneの県庁所在地で人口約 33，000

(1968)。レース・麻・毛横物等の生産を中心とした農産物の主要なる中心地

となっている。ル・マン LeMansの北約 50kmで、カーンへの中間に位置して

いる。劇中ウルジーはこのアランソンの女公爵とへンリー八世との結婚を望
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んだが，その時既にこの女公爵は他に嫁いでいた。

37 Asher-house III. II. 231. 

‘Asher'というのは‘Esher'の古い呼び名であり，この家はハンブトン・

コート (r前篇j注25参看)の近くにあって，ウインチェスターの司教のも

のであった。

この時既にこの家はウルジィのものとなっていたものであったが，シェイ

クスピアはホリンシェド Holinshed15
)の記述を逸脱して誤用した。

38 Winchester III. II. 231. 51.04N 1.19W 

今日ではハンプシャ一 Hampshire(Hantsともいう)の主都であるが，英

国で歴史上最も大きな地位を占めた都市の一つで，また古い時代のイングラ

ンドの首部でもあった。すなわち 519年にウェセックスの首都となり， 829年

頃にはこ、の王エグパート Egbert16
)が一応イングランドを統一し，更にその

後アルフレッド大王Alfredthe Great17
)をはじめ諸代の王の首都たる地位

を保った(注 26の附図参省)。またデンマークから侵入し 1016年イングラン

ド王となったクヌート Cnut18
)はこの地で王冠をいただき，またこの地に埋葬

されている。 1043年にエドワード証信王もこ、で戴冠し，ウィリアム征服王

はロンドンを合せてこ当に首都たる地位を与え， 自分の戴冠式をロンドンと

このウインチェスターで行っている。このように約 12世紀までは政治・経

済・産業上ロンドンを凌ぐ都市であってへンリ一一世，へンリ一三世，へン

リ一回世などがこの地で生まれている。今日この町の中心ハイ・ストリート

に大きな石の台座に有名な彫刻家ソオニクロフト Thornycroft19
)の手になる

アルフレッド大王の大きな立像があるが，町全体はまことに静かで住時の

繁栄を{思ぶこのとが出来ない人口僅か 62，000(1971)の町に過ぎない。

位置はロンドンから国道 31号線を西南西に約 97km，鉄道でで、はロンドンの

ウオ夕一ル一駅カか冶ら約 9卯O分の行程でで、ある。ロ一マ時代はヴヴ、エン夕.ベルカ

ム Vent旬aBelgar印umの名でで、あつた。 Ventaの意はかつてはラテン語の ven
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dere = to sellから生じて‘markettown'を意味し，全体は‘markettown of 

the Belgic tribe'と説く筋もあるがケルト語学者はこれを認めていない。別説

に venーは enjoy，loveを意味するケルト語で¥これに Romanfortを意味す

るceasterがついてサクソン時代に Wintanceasterとなったのが今日のこの

町名の由来ともされる。ローマ人の砦といわれるのはイチン JIIItchenの谷を見

下ろすチョークの丘陵地帯が早くから聞け，こ、にローマ人が要塞を築いた

からである。

この困Jの由緒ある建物は大聖堂とパブリック・スクールの Winchester

Collegeで、ある。

有名な大聖堂は 648年に時のウェセックス王ケンウァル Cenwalh20
)がそ

の基である St.Peter教会堂を建て， 852年から 10年がかりで拡張され，更に

10世紀に大々的に建てかえられたが，なかでも 1367年から 1404年こ、の

司教であったウィカム Williamof W ykeham (または Wickham)と1447年

から 1486年の司教のワンフレッ卜 Williamof Waynflete21)の力が大きい。そ

うしてこの聖堂はローマのウーァティカン聖ピエトロ大聖堂の約 186mを除い

ては中世の聖堂の中でヨーロッパ随一の長さ約 159mを誇っている。

ウインチェスター・コレッヂは 1382年ウィカム司教の創立するところで

イギリスのパブリック・スクールで最古の歴史を有し，へンリ一六世創立の

名門イ一トン校の範ともなった名門校である 22)。ウィカムはハンブシャーの

ウィカム Wickhamで生まれ，生年は 1324年の夏のある日、それは 7月8日

から 9月27日の聞とされている。 1367年から没年の 1404年 9月 27日まで

ウインチェスターの司教であり，その間 1368年から 1371年までと， 1389年

から 1391年までの 2度大法官を勤めた。この人は教会よりむしろ王の官僚で

あり，当時の人々の言葉を借りて云えは、，キリストよりもむしろカイサルに

奉仕したのであった。またこの人は特に教育者としての偉業を残し，先述の

ウインチェスター大聖堂の建設，ウェンチェスター・コレッヂの創立，更に

オックスフォドのニュー・コレッヂの創立も千子っている。ウインチェス

ター・コレッヂは規律と古典の学習に重点がおかれ，その気風は世相の荒れ
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た今日て、も変っていないことをわれわれは町の通りで感じとることが出来

る。こ当の卒業生は特にウィカミストとよばれ，オックスフォドのニュー・

コレッヂに進むのが多いが，それも当然のことであろう。

39 Flanders III _ II _ 319 

ベルギー西部を中心に北はオラン夕、、南部，南は北西フランスの一部にかけ

ての北海に臨む海岸の低平な地帯。 9世紀の古くから商業と毛織物工業の栄

えた地方で，百年戦争の原因はイギリスからこ、に入る羊毛にあったとい

われるが，今日も尚麻・毛織物・綿生産が盛んである。また休閑地をつくら

ない新しい輪作農法が 18世紀にこの地方から広まり，今日ヨーロッパ第一の

園芸地域である。住民は主としてフランス人。 この地はローマ人やゲ、ルマン

人の支配を受けた後様々な支配の変遷を経たが， 1830年ベルギー独立後は一

部がオランダとフランスに属した他はすべてベルギー領となっている。主要

都市はヨーロッパでも中世の面影を最もよく残し，またベルギーのペニスの

名でよばれるブリュージュ Brugesと，同じく運河の街の眺望が美しいカ、、ン

Gand及びイーペル Ypres。

この地名はわが国ではイギリスの女流作家ウィーダOuida (本名 Marie

Louise de la Ramee )の作品『フランダースの犬.1A Dog 01 Flandersで英語

読みの‘フランダース'で知られているが，美術・建築の分野では‘フランドル

派'とフランス語読みを通している。尚ベルギーではフランス語が話される

が， 1916年頃からそれが政治問題となり始め元来のフラマン語Vlaamsを使

用する傾向が強くなってきている。 Flandersはフラマン語ではウ、ラーデレン

Vlaanderenである。上記のブリュージュなど 3都市はそれぞれフラマン語で

はブリュッゲ Brugge，へント Gent，イーブルIeperとなる。

40 Dunstable N. 1. 27. 51.53 N 0.32 W 

ロンドンからチェスターに向う国道 5号線をロンドンから出て間もな

い約 51km北上した地点。ベッドフォードシャーにある。 Dunstableの名の由
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'"三

来はベッドフォードシャ一一帯がもともと沼沢地帯の一部であるので大して

高くもない地点でも高く感ぜられることにある。すなわち dun= hill + 

stable = stand， state， -bleである。ウェルズ Wells23
)ならずともわれわれは物

事に比率というものがあることを念頭に入れておかねばならないだろう。

へンリ一一世の建てた修道院があったが，これは後にノルマン様式と初英

式を代表する Churchof St. Peter and St. Paulに改造された。1533年 5月23

日ここで当時のカンタベリの大主教クランマー ThomasCranmerはへン

リ一八世と王妃キャサリンの婚姻の無効，すなわち離婚を宣言した。クラ

ンマーは 1489年 7月2日に生まれ，ケィンブリッヂのジーザス・コレッヂ

Jesus Collegeに進み，卒業後こ、の特待研究員 Fellowとなった。へンリ一八

世の離婚問題で王に有利な提言をしたことから王の殊遇を得て， 1533年 3月

プロテスタントとして最初のカンタベリ第 69代大主教となった。ダンスタブ

ルで王とアラゴンのキャサリンの離婚を宣し，同時に王とアン・ボレーンと

の結婚の合法性をも宣告した。奴隷根性のクランマーは更に 1536年に王とア

ン・ボレーンの結婚の無効を宣し， 1540年には王とその 4番目の妃クレーブ

スのアンAnneof Cleves24
)の結婚と離婚とを認め，1542年に彼は王の 5番目の

妃キャサリン・ハワード CatherineHoward25
)を姦通罪での死刑を宣してい

る。へンリー八世没後エドワード六世の摂政となったが，次に即位したメア

リ一女王によって母の仇とばかりに反逆罪に関われ， 1556年 3月21日オッ

クスフォドのベイリオル・コレッヂ BalliolCollege(l266年創立)の向いの溝

に設けられた火刑場で焚刑に処せられたが，その死は毅然とし従容たるもの

であった。今日その場所を記念して高い「殉教者碑JThe Martyrs' Memorial 

が建てられている。

41 Ampthill N. 1. 28. 52 .02 N 0 . 30 W 

夕、、ンスタブルと同じくベッドフォードシャーにある。タ自ンスタブルとの距

離は約lOkmoロンドンの北西約 67kmo Ampthill Castleはへンリ一六世の

治世にこの地の貴族ハアンボープFanhopeによって建てられたもの。 Fan-
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hopeなる人物については，The Oxlord English Dictionary (略してOED。ま

たの名 NewEnglish Dictionary on Historical Princφles，・loundedmainly on 

the materials collected by the Philological Society略してNED)と並んで英国

の国民的大編纂である Dictionary01 National Biograρ'hyにも記載がないので

不明。

アラゴンのキャサリンは 1531年から 1533年までこの地でその失意の日を

過した。

42 Dorset N. 1. 35から N. 1. 36の間

イングランド南部沿海地方の一外|でイギリス海峡を距ててフランスのノル

マンディ半島に面している。一部がチョーク層の台地からなる豊かな土壌

に恵まれたこの州は英国の代表的農産物の生産地である。州の西にあるポート

ランド島 Isleof Protlandは島とはいうものの実は石灰岩からなる長さ 6

km，幅約 3kmの半島で，この国で有名な保養地のウェーマス Weymouthか

ら陸続きである。 トーマス・ハーディによって「ウェセックスのジブラルタ

ルJThe Gi braltar of Wessexといわれた。島内にウィリアム征服王の建てた

荘園が残り，また 1520年へンリ一八世の手になる PortlandCastleがある。こ

の島は建築石材の産地として有名で， ロンドン大火後， クリストファー・レ

ンがセント・ポール寺院などの建造にこ、の石を大量に使用している。今日

尚，石材の生産が行われている。また有名な刑務所があってその囚人は第一

次大戦後まで石材の採堀に使われていた。今日刑務所の近くに当時の馬車鉄

道の線路の跡が残っている。 A.E・ハウスマンは次のように歌っている。

The starゃfilledseas are smooth to-night 

From France to England strown; 

Black towers above the Portland light 

The felon-quarried stone. 

満天の星をうつした海が今宵ないで

フランスからイギリスへ拡がっている。
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ポートランドにそそり立つ黒い塔が

囚人が堀 1)出1/た石を照らす。 (AShroρ'shire Lad LIX) 

43 Cinque-ports N. 1. 35から N. 1 36の間

ドーヴ、アー，サンドウィッチ，ハイス Hythe，ロムニ-Romney，へースティ

ングズの五港からなる連合町域をいう。チョーク層が海岸にまで追って砂浜

となっていない崖状の地形のところに発達した港で， ノルマン人のイギリス

征服以前に聞けた。この五港の名はエドワード証信王の時か，あるいはそれ

より早い時期につけられたものらしい。中世に早くも漁業と，大陸との交易

を掌握していて，それに伴って種々の特権や免除を有する代りに，一朝有事

の際には一定の船舶を王室の用 royalfleetsに供する義務があった。五港は大

守 LordWardenの司るところで，その居館はウオールマ Walmerの古城で

あった。大守の中にはウィリアム・ピット WilliamPitt (1802-3在任)，ウェ

1)ントン公 Dukeof Wellington (1829-52在任)，ウィンストン・チャーチ

ル SirWinston Churchill (1941-1965在任)がし、ることからも，この大守の

職は国家の元勲に名誉職として与えられる程高いものであることがわかる。

1 Sandwich 

町の建物の多くに見られるライオンと船とを組み合わせた紋章がこの町が

五港の一つであることを示している。こ、は紀元前 54年シーザ一英国侵改の

上陸地点のーっともされている。また 1170年トマス・ア・ベケットが亡命先

きのフランスから帰国したのはこの港にであった。人口約 4，000人(以下い

ずれも 1971年調査)。

2 Dover 

五i巷のうちで最も主要な都市で現今人口約 34，000人。この地はローマ時代

から重要な地点で今日も大陸との最短距離(フランスのカレーとの間は約 35

km)の発着港としてその重要性は変らず，またカンタベリを経てロンドンに

通ずる道路(ウォトリング・ストリート)の起点である。ロンドンから鉄道

で 124kmoこの地を表わす地名が古くから記録されていることもこの地の重
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要性を示すものである。すなわち，ラテン語でDubrae，Dubris， Portus Dubris， 

OEでDoj陀 Dofereである。

この町の東にある 112mの白亜層の断崖に立つ DoverCastleはその基が

紀元 50年頃ローマ軍団によって築かれたとされる。また町の西部にある高き

115mの断崖の一部は「シェイクスビアの崖JShakespeare('s) Cliffといわれ

るところがあるが，これは『リア王jKing Learの副筋の主人公グロスター

伯 Earlof Gloucesterが自殺をはかつて果し得なかった(第 4幕第 6場)場所

とされて今日名所となっている。

3 Hythe 

人口約 11，000人。夏期行楽地として人気がある。この町の役場には五港に

関する歴史的諸丈書が蔵され，また博物館には中世時代の度量衡の道具が陳

列されている。

口頭教授法 OralMethodの主唱者であり， 1922年 3月文部省語学教育顧問

として来朝し，わが国英語教育に絶大な貢献をしたパーマ HaroldE. Palmer 

はこの町に生まれた。

4 Romney 

五港の一つであったが 1287年海輔に襲われて港は破壊されてしまい，今日

港たるの実を失っているが，五港についての多くの記録はこ冶にも保存され

ている。人口約 7，000。今日町名は NewRomneyと変っている。

5 Hastings 

港は浸蝕を受けでなくなり，かつて五港の一つであった面影は今はなく，

ド、ーウpァー海峡に臨む凹地状の斜面にひろがる美しい風景と冬期間温暖な気

候のため今日別荘地・行楽地・避寒地として知られ，海岸線に沿ってのたた

ずまいは地中海沿津の保養地の様相を呈している。この町が何よりも有名な

のは 1066年 10月 14日ウィリアム征服王の戦勝地としてである。人口 72，

000。

44 Whitehall N. 1. 97 r前編j20 Y ork Place参看
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45 N orthumberland N _ II _ 12 

アンク、、ロ・サクソン時代にノーサンブリアの一部であって今日もその名の

通りイングランドの最北部を占める。主都はニュー・カッスル・アポン・タ

インである。面積 5，180km2，人口は約 794，000(1971)の人口稀薄で、'特に

北部や西部はイギリスの中でも最も機械文明に縁遠いところである。地形・

気候共に農業に適さず耕地面積は総面積の 15%に過ぎない。牧羊が主産業で

あるが， 13世紀頃から東南部に開発された炭凹に伴い諸々の工業が輿り，工

業都市の出現をみた。

ノーサンバーランドにおいてわれわれ英語学徒に関係深いものに次の 3つ

カfある。

1 この州の北端に近く北海にあるリンディスファーン半島 Lindisfarne

である。これは別名聖島 HolyIslandといってイギリスにおけるキリスト教の

聖蹟である。こ、は満潮時には島となるが，干潮時には徒歩で通れるところ

であって，こ冶にi度るベースの町ベエリック・アポン・ツイード Berwick

upon-Tweedの市内各所にその日の潮の干満表が掲示されている。

かつてノーサンブリアの王であったオズワルド Oswald26l
(二よってアイ

オーナから迎えられた修道士エーダン St.Aidan (または Aedan)がこの

島に司教座を定めた。彼がノーサンブリアに迎えられたその当時はこの国が

ローマから派遣きれたパウリヌスによってキリスト教に改宗したばかりの頃

であった。彼はリンディスファーンに教会堂と修道院を建て，更に宣教師を

育てるための学校も建て， 12人の少年が当時教育を受けた。彼はパウリヌス

が既に播き育てていた基盤と王オズワルドの友情と理解の上にたってキリス

ト教を布教することが出来たが，何にもましてその成功は高徳な彼の人柄に

あった。人格の高潔さ・学聞の深さ・布教の熱心さ・数々の奇蹟について

ベーダーはその『英国民教会史』で詳しく讃美している。またエー夕、ンがこの

島の司教として赴くことになった経緯もその中に詳しい。ベーダーによると

自らアイオーナを訪れて洗礼を受けたオズワルドが，かつて自分と自分の人

(172) 



「へンリー八世」地誌考(後篇) 173 

民のために宣教師をアイオーナから求めた際に厳格な人が派遣されてきた

が，何の成果もあげることなくアイオーナに戻った。そうしてノーサンブリ

アのあんな頑冥野蛮な心の人聞を教化することなどは出来るものではないと

報告した。その時そこに居合わせたエーダンは「兄弟よ，あなたはその人た

ちに余りにも厳しかったのだ。最初にやわらかな牛乳を与えるようにと使徒

の教えにもあるではないかJ27)と述べた。同席していたエーダンのこの言葉

を聴き入る者が，彼こそ徳の母であるとして彼を推薦し，その派遣が決まっ

たというのである。エーダンはオズワルドが敗死した後もこの地に留まり，

17年聞の長きにわたり伝道し， 651年 8月31日リンディスファーンの南，本

土にあって今は北海の白波の寄せる断崖絶佳に建って長い間英国王室の夏の

離宮となっていたパンパラ城のあるパンパラ Bamburghで没した。われわれ

はリンディスファーンの今日廃嘘となった 11世紀の修道院墓地の北側に十

字架を背にして右手に司教の杖を持って立つエーダンの巨像を見ることが出

来る。

652年アイオーナの修道士フィナン Finanが次の司教となった。彼はス

コット人の習慣に従ってリンディスファーンに全オーク材の教会堂を建てた

が，マーシア王ベンダによって焼カ通れた。フィナンはこもに 10年間司教とし

て勤めたが661年没した。次の司教コルマン Colman(ca. 605-676)の代に

664年のかのウイットビィの宗教会議でローマ・カトリック側の指導者ウィ

ルフリッドたちにアイリッシュ系キリスト教の孤立性が批判きれ論破される

に及んで，コルマンは 3年間こ、の司教座に留まっただけで30人の仲間を連

れて去り，再び自分の生地であり，ケルト人の住む荒野のメエイオ-Mayo

に戻った。

コルマンの去った後一時リンテwイスファーン修道院の副院長を勤めていた

カスバード(またはクスベルト)Cuthbertはウイットビィのシノドによる新

稜序を受け容れたが，彼はかつて (651年以前)リンディスファーンから遥か

洋上約 14km離れたファーン諸島 FarneIslands 主たる小島が 17で，

極めて小さいのも数えると 28の島からなる群島の一つで本土に一番近く
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Inner Farne 

LlNDISF ARNE島及びFARNE ISLANDS諸島

の部分は干潮時には砂土となる

BeaIの町からの点線路が干潮時にLindisfarne島への道路部分

(約 2km)，一番大きなインナ・ファーン島 InnerFarneで石と芝土の壁に

丸太と麦藁の屋根の質素な小舎で長年禁欲と孤独の生活を送っていたので

あったが， 676年再び彼はこの島に戻った。この島はエーダンも屡々秘かな祈

りと観想を求めて訪れたところであった。この島に戻って聖なる仕事に専念

していたカスパートは 685年リンディスファーンの 6代目司教に迎えられ

た。しかし彼は 687年またまたファーン島に戻り， 3月20日水曜日にこの世

を去った。彼は修道士になる前は牧者であったが，ベーダーも述べているよ

うに宗教的天才・予言者的聖者であり，人を愛する徳行の人であった。彼の

遺体は 11年後堀り返された時に腐敗していることなく眠れるような姿で

あったと{云えられる却に

『アングロ・サクソン年代記』によると 793年 6月8日デーン人がリンディ

スファーンを襲った時に，こ冶の修道士たちが神に求めた救いの祈りなどは

何の利き目もなく，修道院は忽ち破壊され，火を放たれ，信者の寄進になる

(174) 
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宝物や金は奪われ，また聖器は壊され，修道士は虐殺されたり，大陸に連れ

去られて奴隷として物々交換された。 875年彼等侵入者は再びこの島を襲っ

た。この時修道士はカスパートの遺体を堀り起こし，それを携えて逃げ， 8 

年聞の放浪の後 883年ニュー・カッスル・アポン・タインの南 16kmのチェ

スター・ラ・ストレット Chester-le-Streetにようやく町り，更に 995年ダ

ラムの大聖堂に移し，今日までこもに安置されている。

リンディスファーンを襲ったデーンのヴィキングの戦士が彼等の最大の武

器の大きな鉄の斧をふりかざした当時の姿を刻んだ碑が今日リンディス

ファーンに建てられている。

2 次は有名なハドリアヌスの城壁 Hadrian'sWallである。これは第 14

代ローマ皇帝ハドリアヌスが辺境の猛族スコット人やピクト人の南下を防ぐ

ために 120年タイン川とソルウェイ川の線，すなわちニュー・カッスル・ア

ポン・タインの東郊外タイン川口に面したウオールゼンド Wallsend (この

語義にその意味がある)からカンパーランド Cumberlandの主都カーライル

Carlisleの西，ソルウェイ湾に臨んだパウネス Bownessに至る地点までにイ

キ、リス版の万里の長城を築いた。当時は VallumHadrianiといわれた。完成は

126年とも 127年ともいわれる。この城壁は二重構造で内側(南側)が土壁

Vallumて1外側が石壁 Murusから成リ，その真中が軍用道路となって長さ

80ローマン・マイル(約 118km)，高き 5m，幅 2.5mで， 1.6km毎に小城

(175) 
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砦塞を備えたものであったが，今日この城壁が残っているのはカーライルか

ら東へ約 29km，国道A69の道路を走ったグリーンヘッド Greenheadの辺り

だけである。交通の便は極めて悪い。

3 グレース・ダーリング GraceOarling の物語の舞台でもある。彼女

Grace Horsley Oarling (1815.11.24-1842.10.20)はファーン諸島の中でも

最も遠い島のロングストーン燈台 LongstoneLighthouseの燈台守の娘で

あった。1838年 9月7日の朝蒸気船フォーハァーシャ一号 Forfarshireがロ

ングストーン島の近くで難破した。彼女と年老いた父ウィリアムは勇敢な精

神と卓越した技術とをもって 8人の男と l人の女の生命を救った。この父娘

の英雄的・人道的行為は忽ち世界に伝えられ，わが国でも昔英語のテキスト

に扱われた。彼女はその後もこの島の燈台守として残ったが，肺患のためパ

ンパラで短い人生を終えた。

46 Leicester N. II. 17 52. 38 N l.05 W 

レスターとよむ。この地名からみて古〈ローマ軍の駐屯地であったことが

わかるように古くから交通の要所で，ローマ時代の遺跡に富む。ロンドンか

ら北西に約 145kmで近代工業の中心地。人口は約 283，000(1971年)である。

本劇のウルジイはこの町の北にある LeicesterAbbeyで 1530年 11月29

日に急死している。この地はまた『リア王』のリア王と娘たちの居住のあっ

たところともイ云えられている。

レスター市の西にマーケット・ボズワース Market Bosworth (単に

Bosworthともし、う)とし、う町がある。こ、はサミェル・ジョンソンが助教師

をしたところである。当時彼の家はまさに家計困難を極め，更に彼は憂欝病

で 1731年秋オックスフォドを退学した。 しかも父親はこの年 12月に貧困の

中で他界し，ジョンソンは彼自身の暮しにこと欠く有様であった。彼は 1732

年 7月 16日にこのレスターの町までの約 20kmを徒歩で赴任したらしし、。し

かしこの勤め口は彼に極めて不快なものであったためか僅か 2， 3ヶ月でそ

の職を辞している。

(176) 
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47 Oxford N. II. 59 51.46N 1.15W 

わが国ではかつてこの語に「牛津」という漢字を当てたが，これは OX= 

牛 +ford =津を以ってであり， r牛の渡し場Jのその名の通りテムズ)JI (この

辺りではアイシス 1sisと名が変わる)とその支流チャーウェル川 Cherwellと

が市の南で合流し，その川水に浸る牧場の広がる中を牛が歩み，また市の紋

章も牛の大きな姿そのものである。ロンドンから西北西約 80km，汽車で、約 70

分である。学聞の町として有名であるが，近年この町にも近代工業の波が押

し寄せ，自動車・印刷・食品などの工業都市に可成リ変貌している。人口も

年々増加し 1971年には 1950年の 100，000人の約 2倍194，000人となった。

本劇のこのN. II. 59で「これら双子の学問所，イプスウィチよ，オック

スフォドよJといっているのは元より地名ではなく所謂大学を指しているよ

うに，オックスフォドにウルジィは 1525年 ChristChurch学寮を建てた。『前

篇』に記したようにウルジィはその創建に当って己れの権勢を以ってイギリ

ス全土の僧院からその建設資金を絞り取ったのであった。このコレッヂはウ

ルジイが当時枢機卿 Cardinalであったため CardinalCollegeともよばれ，

オックスフォドのコレッヂの中の最大のものであり，またこ、の礼拝堂は

オックスフォドの本寺で主教座であることなどから‘TheHouse'の名で広〈

親しまれている。

今日この町にあるコレッヂは 5つの女子学寮を含めて約 40程あるが，創立

者も創立の年代もそれぞれ異なるところからそれぞれ自主の気風高<，例え

ばコレッヂの長の名一つにしてもいろいろ異なり， Christ Church はDean，

Magdalenは President，Balliol はMaster，Queen's はProvost，Wadhamは

Wardenと称する如きである。創立最古のものは UniversityCollegeで，アル

フレッド大王が 872年に創立したものとして 19世紀の中頃に至るまで長い

間信じられていた。 1767年このコレッヂを卒業した有名な政治家エルドン卿

John Scott， 1st Earl of Eldon (1751. 6 .4-1838 .1.13)が受けた卒業試験でも

そのことはわかる。それは「慨憾の地という意味のへプライ語は何か」と「誰

(177) 
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』匡己

がユニヴ、ァーシティ・コレッヂを創立したか」であった。彼は「ゴルゴタ

GolgothaJ と「アルフレッド大王」と答えてへブライ語と歴史の試験に合格

したといわれる 29)。

東洋女子短大助教授の岡田純枝さんの御教示によって今こ、にオックス

フォドのコレッヂを記してみる。

(A) For Men (Undergraduate and Graduate) 

University College Merton College 

Ballion College Exeter College 

Oriel College The Queen's College 

New College Lincoln College 

Magdalen College Corpus Christ College 

Christ Church Trinity College 

St. John's College Pembroke College 

W orcester College Keble College 

St. Peter's College St. Edmund Hall 

(B) For Men and W omen Undergraduates and Men Graduates 

Brasenose College 

Wadham College 

St. Catherine's College 

Jesus College 

Hertford College 

(c) For Men and Women (Graduate) 

Nuffield College 

Linacre College 

W olfson College 

St. Antony's College 

St. Cross College 

(D) Permanent Private Halls for Men 

Campion Hall 

Mansfield College 

St. Benet's Hall 

Regent's Park College 

Greyfriars (priority to members of the Franciscan Order) 

(E) For Fellows 

(178) 
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All Souls College 

(F) For W omen 

Lady Margaret Hall St. Hilda's College 

Somerville College St. Anne's College 

St. Hugh's College 

48 Paris-garden V. III. 2 

テムズ)11南岸のパンクサイド一一今日の SouthwarkBridge Roadの西に

あって，前身は 14世紀にロベール・ド・パリ Robertde Parisという人の荘

園であったものだが，へンズロウ Henslowe30
)が 1595年にこの一帯を入手

し， 1604年に「熊いじめJI牛攻めJbull-and-bear baitingといって，主とし

てマスティフかグレイハウンドといった猛犬を熊や牛にけしかけたり，ある

いは棒杭につないだ熊に犬をけしかける残忍な見世物のリングをもった娯楽

施設とし， 16世紀から 17世紀にかけて繁昌した。この種の娯楽施設はへン

48項及び53項の地図(サザック地区)

(179) 
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リー八世の時代，あるいは更にそれより早い頃にこの一帯及ぎホワイトホー

ル宮 (44項)で盛んであった。ホワイトホール宮のは大使の歓迎会とかその

他の国家的式典に仰々しく行われるものであった。このようなわけでそのパ

トロンを時には王室が勤めることさえあり，へンリ一八世は 1526年パトロン

となったといわれる。 16世紀末にはこの辺りに芝居の上演と bull-and-bear

baitingの両方の興行の出来る劇場が沢山建つようになった。 1583年 Paris

gardenの桟敷席が崩れ落ちて，観客の数人が死亡し， 500人以上が怪我をす

るという大事故があった。以前からこのような娯楽を非難していた清教徒た

ちは，これこそ「神の特別なる審判」が下ったものであり， 日曜に「浮かれ

騒ぎJをしていることの「報い」だと大声をあげた。 1613年経営者のへンズ

ロウはこの Paris-gardenを取り壊し，この跡地に 1614年近くにあったスワ

ン座 TheSwan Theatre (1596-1621年頃までこ‘にあった)と形も大きさ

も似た劇場を建ててホープ座 TheHope Theatreと称した。初演はベン・

ジョンソン BenJohnsonの BartholomewFairであった。

Bull-and-bear baitingの騒ぎは尋常なものでなかったらしいことはこの

V. N. 2からもわかる。見物人は劇場通いの伊達男や TowerHill (50 項)

での首切りや手足切断の処刑を見に群がる連中はもとより，お上品な貴婦人

や典雅な紳士までがそうであった。尤も紳士淑女は泰然自若として見物した

が，下層の市民達はしゃがれ声を出して自分たちのチャンピオンの動物を声

援した。この Paris-gardenには当時ハリー・ハンクス HarryHunksやサッ

カーソン Sackerson，それにヂョーヂ・ストーン GeorgeStoneとかリンカン

のトム Tomof Lincolnという名をつけられた有名なチャンピオン熊が人気

を呼んでいたのであった。サッカーソンについてはシェイクスピアが The

Merry Wives 01 Windsorの第 1幕第 1場 310行で触れている。

毎日曜に集まる見物人は 200-300人であって，入場料は平均半ペニーで

あったからそう安いというものでもなかった。

今日この界隈は当時のいかがわしさや狂騒さは推測することも出来ない程

に荒れ，工場・倉庫の建ち並ぶところとなっているが，町の汚さは文明開化

(180) 
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のこの時世のものとは思えない程である。

49 Moorfields V. III. 32 

昔のロンドンにあった一地区であって，今日の地名で示せばこ注はロンド

ン塔の北西，更にもっと詳しくいえばパンク Bank(Bankといえばこれはイ

49項及ぴ50項の地図

SQUARE 

( 181) 
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ングランド銀行 TheBank of Enilandをし寸。 それは丁度ロンドン塔をただ

単に The Towerとし、うのと同じである)の北，ムアゲート地下鉄駅Moor-

gate Stationのすぐ東にあるフィンズノ〈リ・スクェア FinsburySquareとそ

の近く一帯に当る。この辺りの地名に Moorのつくのが多いように排水の悪

い湿地(荒地)であった。 1527年に初めて排水工事が行われ， 1606年に遊び

場となって，古くからロンドン住民の遊技場として使われ，特に棒術の試合

場であった。冬にはスケート場ともなった。またこ、は 16世紀から 18世紀

にロンドンなどの地にあったトレェインバンド Trainbandといわれる民兵

団の練兵士暴としても使われたところである。 1666年 9月2日に起ったロンド

ン大火では多くの人々がここに避難した。

50 Tower Hill V. III. 61 

ロンドン塔のすぐ北，地下鉄タワー・ヒル駅TowerHill Stationを出てす

ぐ右手一帯がこの場所であったが今は道路となっている。古くから政治犯の

処刑の地であった。本文にあるようにその処刑を見に多くの者が集まった。

シェイクスピアは「ロンドン塔」という言葉を全作品中全部で54回使って

いるがーーその中での約半分の 26回は『リチヤード三世jRichard IIIにお

いてである 一方 TowerHillはこの『へンリ一八世』のこの場で一回使っ

ただけである。

51 Limehouse V. III. 61 

ロンドンのテムズ川|の北岸沿いにあって 1730年までステプニィ Stepney

地区の貧民区をなしていた。 またロンドン支那人街であり，また長い間国内

外の船員のたまり場として知られていた。 Limehouseの名の由来は多分石灰

焼き釜，すなわち‘lymeoasts'によるらししこの辺りは煉瓦の製造の行われ

たところで、もあった。

かつてこの辺りは色々の宗派の祈樟所があってその争いの絶えないところ

であったらしいが，その場所は今日不明である。

(182) 
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51項関係地図

STEPNEY地区

この地区はいわゆるロンドンのイースト・エンド，すなわちドックが立ち

並ぶ町であるからその環境の程度というものが自ずとわかるものである。

またドックがあるためにも第 2次世界大戦での被害も大きかった。

この区に近いシャドウェル Shadwell地区の光景を描写したテーヌ Taine

31)の『英国覚書jNoles sur I'Anglelerreの一節を今こ 3 に石田憲次博士の著

書からの孫引で紹介してみる。「私はマルセイユ，アントワープ，パリのひ

どい場所を見たが， とてもこれとは比較にならない。低い家々，赤い屋根の

煉瓦造りのみすぼらしい通りが四方八方に交叉して，陰気そうにテムズ、の川

岸へ下って行っている。乞食と盗人と淫売婦，殊に淫売婦がシャドウェル街

に充ち満ちている。地下の酒場できいきいいうような音楽が聞こえる。時と

するとバイオリンを弾いているのは黒奴である。 開いた窓越しに乱雑に

なった寝床と踊っている何人かの女が見える。十分間に三度戸口に人だかり

がしたのを見た。喧嘩が，特に女共の喧嘩があったのである。その一人は血

(183) 
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まびれの姿になり，両眼に涙を浮かべ，酔払って鋭い暖れた声で叫ぴ，一人

の男につっかろうと思っていた。その場に居合せた者共は笑った。その騒ぎ

に隣りの小路が，ぼろを着た貧しい子供や淫売婦やらの住民を，一時に人間

をはき出す樋の臼のように吐き出した。J32) 

52 Limbo Patrum v. III. 63 

このように屡々大文字で始められる。 Thelimbo of fathersともいい，ラテ

ン語では Limbus仰 trumといわれる。カトリック用語で日本で「古聖所」ま

たは「抜所」と訳語が当てられている。 limboの原輩、はラテン語の limbus，

すなわち辺境の意であって，地獄の辺土をいい，これは天国と地獄の間に

あって，白罪によらないで天国に入れない人，すなわちキリスト教に接する

機会のなかった人の霊魂や，洗礼を受けない子供・異教徒・白痴などの霊魂

が，いまだ昇天せず unsavedのま 3 で滞留する場所，またはその状態を指す

もので，ダンテは地獄の十界の最初にこれを当てた。これに 2種あって， 1 

つがこの Limbustatrumであり，今 1つが Limbusinfantium = the limbo 

of infantsである。これらについての解説は冨山房の『カトリック大辞典J第

l巻から引用する。 1(1)太祖の抜所 (limbuspatrum)，古聖所，アブラハム

の懐(路 16ノ22)とも言われる。ここは旧約時代の義人(及ぴ行い正しき異教

徒)がキリストの昇天まで苦痛苦悩を課せられず，一時的に幽閉されている

場所。太視の按所の嘗てありしことは，一音日は「第ーの幕屋J(来9ノ18)の存

する聞は天国に入る道の未だ開けないとされることから来ており，一部は古

聖所にありし霊魂に救いの喜びを宜べ伝え給うためのキリストの古聖所に下

れること(彼前31ノ18以下)に由来している。 (2)嬰児の抜所(libus puerorum)， 

原罪のみをもって事の排へなきうちに死したるものは，天国に入り，超自然

的祝福は受け得ないが，ヤンセニウス派に反対して教会が明言しているよう

に，白然的祝福は受け得る。かかる小児の滞留の場所或はその状態である。」

53 Marshalsea V. III. 85 

(184) 
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テムズ南培サザック southwarkにあった 5つの監獄のうちの 1つで，しか

も最古のもので， 1377年にその記録がある。 1813年に廃止されたが，南接し

た今 1つの方は負債者用監獄として NewMarshalseaの名で存続したが，

1860年負債による投獄が廃止されたのに伴い閉鎖され取り壊された(48項附

図参看)。

54 Saba V. N. 23 

Shebaのこと。紀元前 13世紀頃にすでにミナ王国，ついで紀元前 10世紀

噴にシパの女王の伝説をもったサパ王国が存在していたところのアラビア南

西部にあった古い国で，今のイエメン Yemen地方をいう。新約聖書のマタイ

伝第 12章第 42節とルカ伝の第 11章第 31節でイエスが「南の女王」といっ

ているのはこのシパの女王のことであり，またこの地を「地の極Jといった

のはこの地がエルサレムから約1600km以上離れていることを考えれば妥当

であろう。古来洋の東西を結ぶ貿易の要地として知られ，香料・宝石などの

交易で有名であった。

55 New nations V. N. 52 

これは 1607年にロンドン会社(通称ヴーヂニア会社)の手で英国の植民地

となったヴーヂニアなどをいっている。 1608年，時の国王の名をとって

ジェームズ・タウンが建設された。尚，本劇第 5幕第 3場の 33行自の

‘strange Indian'というのも当時アメリカから英国に連れて来られたイン

ディアンをいっていると思われるが，これを印度人と解する向きもあって，

坪内治逢は後者をとっている。

(昭和51年 5月21日受理)

、王

1) Tiberius Claudius Drusus Nero前 10.8.1-後 54.10.13.r. 41-54。小児麻療で歩

行困難・云辞不明瞭と知恵、のおくれた子として幼時から患者扱いされ，母親すら屡々

(185) 
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「化物jとよぶことがあった。血統上はローマ皇統にあったが，このため 50歳を過ぎ

ても軍歴も公職も経験することなしまた元老院に議席もなく，ユリウス家の養子とさ

えなっていなかった。全くの偶然時で第 4代皇帝となったがその身体上の欠陥ばかり

でなく言動の陳腐噴飯のために世人の笑い草となることが多々とあった。更に政務を

多くの解放好隷に任せ，また妻のいいなりでもあったので不評判の渦中の人であった。

軍歴のない彼には威信をわが身につけるためにどうしても軍事上の勝利が必要であっ

たので，シーザー以来の課題であったこの遠征を企て一応の成果を収めた。

2) Boudiccaの名はヴィクトリア時代になって詩人のクーパー及びテニスンがこれを美

しい口調の Boadicea(ボォアディシア)と変えたが歴史家や語学者はそれを認めてい

ない。尚ボウテーイツカの像はテムズ川にか‘るウエストミンスター橋のたもと，ピッ

ク・ベンに対い合って建立されている。

3 ) Domesday Book. Doomsday Bookともし、われるが，単に Domesdayあるし、は

Doomsdayともいわれる。略称はD.B。ウィリアム一世(征服王)の命により 1085年か

やら 1年がかりで作られた英国全土にわたる土地大調査の記録である。この名は古代

英語の domesd;是'g = day of judg巴m巴nt(Last Judg巴ment)に由来するが，それは豚一

匹，牛一匹をも記録するといった調査の厳正ぶりをたとえてのものであった。

4) Remigiuso 1092年没。リンカンの司教。ウィリアム征服王のイギリス侵攻に際して

船 1隻と 20人の騎士を寄進することによって 1067年ドーチェスタ-Dorchester.on 

Thamesの司教に任ぜられ， 1072年リンカンの司教となった。ランフランクスの 2度の

ローマ旅行 (1071年， 1076年)に随行している。

5 ) Alexander 0 1148年没。生れはノル7 ン人であった。 1123年リンカン司教。 1125年

カンタベリのウィリアム Williamとヨークのサルスタン Thurstanの大司教及びグラ

スゴーの司教ジョン Johnに随行してロー7 に渡った。へンリ一一世死後，その娘にし

て神聖ローマ皇帝ハインリッヒ五世の妃であったマテイル夕、Matilda(1102-1167. 

9.10)とへンリ一一世の甥のスティーヴン Stephen(ca. 1097 -1154 10.25)との王位

継承の争いの渦中の人となり，そのため一時捕えられた。 1145年再ぴローマに旅した。

1146年リンカンでスティーヴンを授冠させたと伝えられる。1147年またもローマに旅

して帰国したが，この時患った熱病が因で没した。

6 ) St. Hugh of Avalono 1135? -12000 St. Hugh of Lincolnともいわれる。フランス

のアヴアロンで生まれ， 1160年グランド・シャルトルーズ GrandeChartreuse (グル

ノーブル Grenobleのすぐ北)のカルトゥジオ会(カルト教会)Carthusian house 修道

士となったが，へンリ一二世に招かれて 1175年頃イギリスに渡り，王の顧問となった。

1186年 9月21日から死ぬ迄リンカンの司教であった。 1194年ジョン王 Johnthe 

Lacklandを破門し，また 1198年リチヤード一世の軍事要求拒否の先頭に立った。祝日

は 11月17日。尚チョーサの ThePrioress's Taleやマーローの Jew01 Maltaに出る

St. Hugh of Lincolnとは別人である。

7 ) Thomas Fuller 0 1608.6.19-1661.8.12.聖職者。ケィンブリッヂを 1628年に

(186) 



「へンリー八世」地誌考(後篇) 187 

出て諸1也で聖戦についたが， 1643年から 1644年の内乱で王党に与した。古趣豊かな

機知とヒユーモアに富んだ才筆を揮った。十字軍や教会の歴史について多くの著作を

残した。本文に引用した僅か l行の文にも今日普通の辞書にはない語が2語もある。

torve = grim， fierce-Iooking; tetrick (= tetric， tetrical) = aust巴re，severeである。本

文引用の出典は Benn社の BlueGuide (1965年版)の 559頁からである。

8 ) Robin Hoodo 1160年から 1247年頃にいたといわれる英国の伝説的人物で，古来英

国民から最も愛された義賊。一説には彼の本名はロパート・フィッーウース Robert

Fitz~Ooth とし、し\ノッティン力、ムンャー Nottinghamshire のロックスリ Locksley で

生まれたハンティンダン伯 Earlof Huntingdonであったが，故あって国法に触れたお

たずね者 Outlawとなり，その後主としてシェッフィールド Sheffieldの東南約 30

km，ノッティンガムの北約 23kmにあって(研究社『英米文学辞典』が示すところは

ズレがある)，嘗って王室領の森林であったが今は Welbeck公， Clumber公，

Worksop公， Thoresby公の私園で通称 Duk巴nesといわれる一帯の地シャーウッド・

フォレスト SherwoodForestに本拠を構え，自身名にし負う弓の名手であり，部下に

これまた弓の名人て精惇な雲つく大男ながらその名は奇しくもリトル・ジョン Little

John，坊主の癖に喧嘩早しそして肥って陽気なフライア・夕、ソク FriarTuck，それ

にロビン・フソドの甥ともいわれるウィル・スカーレット WillScarlet(または

Scadlock， Scathelocke)など森の色にまがうリンカン・グリーンの上衣を着けた部下

を率いて神仏鬼没，強きを挫いて弱きを助け，自由で陽気な生活をしたいといわれる。

彼を主題としたパラッドは非常に多い。またウォルター・スコットの有名な歴史小説

Ivanhoeやテニスンの詩劇 TheForestersなどに扱われている。またロビン・フッドの

物語は五月節の祝祭 May-Dayfestivitiesと密接な結合をなして， 16世紀には 'Robin

Hood sports' という特殊な遊戯となり，これは更に 'Morris~dance' といわれる奇怪な

田舎踊りに吸収・併合された。ノッティンガム市にある NottinghamCastleの入口外

壁の近くにチョーサーの『カンタベリ物語』に出る従士 yeomanのような美しい出立

ちで弓を射ったロビン・フッドのブロンズ像と彼の部下のレリーフが見られる。

シェイクスピアの AsYou Like Itで前公爵がアーテンの森で陽気な連中と一緒に

「昔のイギリスのロビン・フソド同様の生活をしている」‘they li ve like the old 

Robin Hood of England' (1.1 .116)ことが語られている。また同じく TheTwo 

Gentlemen 01 Vero向。では「ロビン・フット、の肥っちょの坊主(フライア)の頭に誓っ

て」‘Bythe bare scalp of Robin Hood's fat friar，' (N. 1. 36)と，更に Henrythe 

Fourthでも次のように言われている。「ロビン・フッドとスカーレットとジョンとJ
'And Robin Hood， Scarlet and John." (The Second Part 01 Henry the Fourth， V. 1II. 

103) 

9) Ouseの名の川はイギリスにこの他にも数本ある。

10) Etheldrid呂， Etheldreda， Aedilthrydとも綴られ， 日本ではエセルドレーダともいわ

れる。聖人。生年は 630年頃といわれる。イースト・アングリアの王アンナ Annaの娘
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で，先きに沼沢地方南キ、ルワ Girviiの王子トンベルト Tonbertと結婚していたが，死

別し，その後ノーサンブリアの王で 664年ウイットビィでのシノドを聞いたオズウィ

の息子にして，当時ノーサンブリアの壬を継いでいたエグフリッド Egfridの妃となっ

た。彼女はこの主と処女のま冶 12年聞を一一ベーダーの言葉でいえば「輝かしい状

態」を過したという。 679年または 680年 6月23日に没して木棺に入れられ埋葬され

たが， 16年後の 695年 (696年)10月17日石棺に移すために墓が聞かれた時その遺骸

は腐敗せず，死した時と全く同じ状態の奇蹟を示したといわれる。エセ*ルスリスにつ

いてのベーダーの讃辞はその著『英国民教会史j(4 -19， 20)に詳しい(注 26の附

図参看)。

11) 地味豊かな地方に屡々‘garden'の語が与えられる。英国では特にケントとウスター

シャ-W orcestershireの両地方がこの名でよばれる。 TheOxford English Dictionary 

によると 'TheGarden of England'の語の古い記録は 1885年 Farjeonなる劇作家の

Sacred Nugget の第 1幕第 7場に見られる。

‘Yes， sir， K巴nt'smy county， but even in the garden of England they can't grow 

finer roses than them.' 

12) ラテン名はガンドルフス Gundolphus.1024年頃フランスのルアーンに生まれ， 1059 

年ル・ベックの修道土となり，こ冶

でアンセルムとランフランクスと知

己となった。ランフランクスに従っ

てカーンで修業し， 1070年ランフラ

ンクスと共に英国に渡リ， 方、ンダル

フはこの年ケント州のウエスト・

モーリングVestMallingの南西約

1 kmの地に St.Leonard's Tower 

を建て，更に 1090年にはウエスト・

モーリングにベネディクト修道院を

建てたが，これは今日廃祉に留るだ

けである。彼の大きな遺産は 1078年

頃ウィリアム征服王のために建てた

ロンドン塔の中心的建造物のうちホ

ワイト・タワー WhiteTowerと聖

ヨハネ礼拝堂 St.John's Chapelで

ある。 アゲンダルフはウィリアム二世

に大きな影響を与えた。彼の死は当

時カンタベリの大司教であり，また

スコラ哲学の父ともいわれるアンセ

ルムに看取られた。
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13) またはWilli釘nd巴 Corbeil，William de Curbuil。フランスのノルマンディ地方の

コルベィ家に生まれ，生地はパリの南約 27km，セーヌ川とエッソンヌ )11Essonneの

合流点の Corbeilとされる。生年不明。ルアーンの有名なアンセルム師の下で修業し

た。後ダラムの司教。 1123年 2月 18日から没年の 1136年 11月21日までカンタべり

の大司教。この間 1130年 5月カンタベリの聖堂を偉容ある大聖堂に完成し，また7 テ

イルダとスティーヴンの王位継承では 1135年 12月22日，ウインチェスターでスティ

ーヴンに授冠している。本性優柔不断であった。

14) または Arnulf0 1040 -1124 . 3 . 15。フランス生れのベネディクト修道士。ベック

修道院に入札 こ冶でランフランクスの教えを受け，またアンセルムを兄と仰いだ。

1070年既にカンタベリ大司教となっていたランフランクスの薦めで英国に渡った。

1107年アンセルムの推薦でピーターパラの司祭に昇進し，こ冶でも彼はカンタベリに

おけるのと同じように美しい建物を教会堂に与えたが今は焼失している。 1114年 9月

19日本人及び仲間の意向に反してロチェスターの司教に任ぜられた。彼がこ、の教会

の法令・教義を集めて著わした TextusRゆ争時szsは有名である。

15) Raphael Holihshed (または Hollingshed)0 ca. 1520 -田.1580。英国の年代記作

者。多分ケインブリッヂで教育を受け，初めは聖職者であったらしいが，間もなくロ

ンドンに出て職業的翻訳者となり，年代記作成の仕事に取りか、った。 TheChronicles 

01 Engla抑d，Scotland， and 1:陀 landという膨大な年代記を編したことで有名である。但

し，彼自身が直接書いた部分は英国の部だけで，他の部分は他人の筆，あるいは翻訳

から成るといわれている。彼の死後この年代記は更に JohnHookerの手で加筆され

た。シェイクスピアの作品の中 KingLear， Macbeth など数篇はこの年代記を元に書

かれた。

16) Ecgberht， Ecgbryhtとも綴られる。 ca.775の生れとされる。 802年からウェセッ

クス王であり， 829年からはイングランド統一王となった。若い時7 ーシア王国のオ y

ファや養子たちに追放されて西ローマ皇帝でフランク王のカルル一世(大帝)Karl (英

語では Charlemagne)の宮廷に数年間とどまった。帰国してウェセックスの王となり，

更にブリトン人をコーンウオールで破って，ケント，サリ，サセックス，エセ y クス，

イースト・アングリアなど主としてイングランドの南部海岸地方を統ーした。これが

世にいうエク品パートのイングランド統ーという偉業であったc 37年と 7ヶ月聞の治世

を終えて 839年 (Anglo-Saxo昭 Chronicle一一次注参看 は836年とする)に亡く

なった(注 26の附図参看)。

17) Alfred the Great.生年は 848年か 849年。没年は更に諸説があって 899年， 900 

年， 901年のそのいづれかの年の 10月26日または 28日とされる。ケント及ぴエセッ

クス王エゼルウルフAthelwulfの第 5子として多病・多感に生れた。 4歳頃に 1人で，

また 855年頃には父王と共にロー?法王の下に赴いている。 871年，邪悪な兄たち 3人

のそれぞれの短い治世を継いで若冠 22歳でウェセックス壬となったが，即位前からそ

の生涯は侵略者デーン人との戦争に明け暮れて陣中で過すことが多かった。戦況は不
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利ながらも 878年遂にデーン人の首長グットルム Guthorm (またはグズルム

Guthrum)を破り，ウェドモア Wedmoreで和を結び，デーン人のウェセックスか

らの撤退とグットルムのキリスト教への改宗を盛り込んだアルフレッド=グットルム

協定を締結した。これによりグットルムはイースト・アングリアの王に封ぜられた。

勇気に満ちた武将であると同時に賢明なアルフレッド王は外冠に備えては海を守る

ことの必要を痛感して海軍を創設するなど兵制を改革した。また戦陣で過すことの日

が多かったにも拘らず学問を奨励し，各地の詩寺に命じて国史を編纂させ，自らも執

筆者となった。これが今日貴重な年代記 Anglo-Saxo招 Chr，仰 icleである。この他にも多

くのラテン書を英訳きせ，これについてもまた自らもその訳者となった。またアング

ロ・サクソンの諸法律を集大成させるなど文武両道に卓越した王で「大王」の名を有

する唯一の英国王である。この王が戦いに敗nた若い日の挿話は弘〈知られている(注

26の附図参看)。

18) デンマーク語でクヌード Knudo 英語では Canuteともいわれる。 ca.995-1035. 

11. 12。治世の初めは残虐であったがその後有能にして寛大な君主となり教会の保護

にも当った。この王についての伝説・逸話は多い。

19) William Hamo Thornycrofto 1850.3.9-1925.12.18。両親と共に有名な彫刻家。父

Thomasの傑作はウエストミンスター橋の西にあるイケニの女王ボウデイッカの像で

ある。

20) またはケンウァルフ。 Coinwalch，Kenwealhとも記きれる。 672年頃の没。父キネ

ギルス Cynegilsを継いで643年西サクソンの王となる。異教徒で，妻はマーシア王ベ

ン夕、Pendaの妹であったが，これと離婚したことによりベンタ℃よって追われイース

ト・アングリアに亡命した。 645年といわれる。 647年または 648年キリスト教に改宗

して王位を回復し，こ〉ウインチェスターに St.Peterを把る教会堂を建てた。そうし

てガリア生れてやアイルランドから来た高位聖職者(司教の身分を有していたと思われ

る)のアギルベルト Agilberhtを650年こ、の司教に任じながら， 662年 (660年とも

いわれる)王は勝手に国を 2つの司教区に分けて，自分と同じサクソン語を話すウイ

ニWiniという司教を密かに連れてきて司教座にすえた。アギルベルトはこれを不満

としてその職を辞して去った。アギルベルトは 664年のウイソトビィのシノドに列席

し， 666年にはロンドンの司教となり，その後ノfリ市の司祭となって 680年 10月11日

に没している(注 26の附図参看)。

21) William of Wainfleetともいわれる。 ca.1395 -1486. 8. 11。元の名は Patyno

大法官 (1456-60)。ウインチェスター・コレッヂとオ y クスフォドのニュー・コレッ

ヂ出身。 1458年オックスフォドにモードリン・コレッヂ、 St.Mary Magdalen College 

を創設した。この学寮はウィカムが創設したニュー・コレッヂを範として建てた貴族

的で，最も美しい学寮で，最近亡くなったエドワード八世(退佼後のウィンザ一公)

も皇太子時代こ主で学生生活を過され，また秩父宮も遊学された。本劇の主要人物トー

マス・ウルジィ枢機卿はこ冶の卒業生である。因みにモードリン・コレッヂの名は
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ケィンブリッヂにもあるがその方は Magdaleneと綴る。

ワンスレソトはへンリ一六世の寵臣でもあってパラ戦争では 1459年ヨーク家(白パ

ラ)に対立したが， 1461年エドワード四世に服した。しかし彼は自ら 1470年にへン

リ一六世をその幽閉先のロンドン塔から救い出したが，王が 1471年 5月エドワード四

世に暗殺(? )されると再びエドワード四世に臣従するなど極めて曲折に満ちた身の

在り方であった。彼の肖像は今日 EtonCollege Chapelの外面壁に見られる。

22) TZ仰の 1971年 7月 15日号をみると英国のパブリグ・スクールのうちて最も有

名なものを特に‘ClarendonSchools'と称するが，その中でもイ一トン校，ハーロ校，

ウインチェスター校及ぴラグビー校の 4つが特に出色であるらしい。

23) Herb巴rtGeorgeWellso 1866.9.21-1946.8.13.英国の小説家・思想家。徒弟

奉公をしながらの独学であったが，今日のロンドン大学の前身の Normal School of 

Scienceを出た。科学小説を多く書いたが，次第に現代文明の批判に向かい，歴史書を

書く一方，多くの小説も書いたが芸術的ではなかった。本文の引用は AShort History 

01 the World (1922)からのものである。

24) Anna von Cleveo 1515.9.22 - 1557.7.16。西ドイツのクレーヴェに生まれる。

父クレーヴェ公ヨハン HerzogJohann von Cleveか、新教徒の指導者であったので当時

大司教補佐のクロムウェルThomasCromw巴IIの進言で政略結婚としてへンリ一八世

の妃に迎えられ， 1540年 1月グリニッジ離宮で式が挙げられたが，その容貌が王の好

むところでなかったため同年 7月に離婚された。へンリ一八世の他の妃たちと全く

違って終生英国に住むことを条件にして年金 4，000ポンドを与えられ，その余生を主

としてロンドン市内のリッチモンド Richmondで過したが，時々は宮殿にも参上した

り，毎日毎日衣裳を取りかえるなど安楽な生活を送り，ロンドン市内チェルシア

Chelseaで没した。ウエストミンスター・アビィに葬られている。

ど竺OND器

25) Catherine Howardo ca. 1520 -1542.2. 13。イングランドの名門貴族ハワード家

に生まれた。クレーヴズのアンと離婚したへンリ一八世と 1540年 7月28日密かに結

婚し， 8月8日王妃として公認されたが，生来浮気で，結婚前の愛人との関係と結婚
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後の不行跡のために 1542年

2月 10日ロンドン塔に幽閉

され， 13日に処刑された。

竹内 豊

7世紀頃のアングロ

-サクソン王国

26) Oswaldo ca. 605 -641。聖

人。ノーサンブリア王。ディ

ラDeiraの王アエレ-Aelli

の4良アクノ、(またはアッカ)

Achaとノ〈ーニシア Bernicia

の王エゼルフリッド Aethel

frithとの間に生まれた。しか

し616年アクハの兄エドウィ

ンはエセールフリッドの後を

襲って王位に就いたため，オ

ズワルドは弟のオズウェと共

にノーサンブリアをのがれて

アイオーナで数年を過した。

そうしてこの島でキリスト教

に改宗した。 633年オズワル

ドは北ウェイルズのグゥイ

ネッド Gwyneddの王カドワ

ロン(またはキャドウォラン)

Cadwallon (Caedwalla，Cad-

walader)を今日でいえばへ

クサム Hexham付近のラウリ・ウォータ- Rowley Waterに当るデニセスブルナ

Denisesburnの近くの川で殺してその権勢を示した。このカドワロンは白らキリスト

教徒の名をもち，キリスト教徒であることを宣言していたが，その心も行いも共に野

蛮人と変わることなし 632年エドウィンを今日のドンカスターのハトフィールド

Hatfieldとされるヒースフィールド Heathfieldで殺し，更に 634年夏にはエドウィン

の従兄弟のオスリック Osricをヨークに襲って殺し， また同年オズワルドの兄でパー

ニシアの王であったエアンフリッド Eanfrithをも殺した無慈悲にして凶悪な暴君で

あった。

ノーサンブリアの王となったオズワルト‘はパーニシアとディラを統合した。彼は統

治中特筆すべき最大のことは本文に述べたようにノーサンブリアに(ケルト系)キリ

スト教を導入したことであった。彼は 641年異教のマーシァ王ベンダと戦って今日

シュロプシャーのオズワストリ Oswestryという地，当時マーザーフィールド

Maserfieldで敗死した。因みにこのオズワストリの地名はこのオズワルド王の名に由

来するもので， S. Oswald's tre巴から発したとされる。 treeとは木の十字架の意と考え
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られている。聖人に叙せられ，祝日は 8月5日である。

27) sede 's Ecclesiastical History 01 the English Nation， III -V. 

28) Jbid， N - X X X 

29) 石田憲次， r英文学風土記.l. p. 175，研究社， 8~47 年。

30) Philip Henslowe。コ -1616。エリザベス朝の興行主・劇場所有者。ローズ座 TheRose 

Theatre，ポープ座，スワン座，フォーチュン座 TheFortune Theatreを経営した。彼が

1592年から 1603年まで書き記した「日記JH，ωslowe'sDiaryは興行した劇団，上演作品，

収入，その他公演にともなった諸々の経費の詳しい記録一←日記といっても実は会計

簿に近いものであって演劇史上貴重な資料である。

31) Hippolyte Adolphe Taineo 1828. 4.21 - 1893. 3.50 フランスの哲学者・歴史

家・批評家。彼は，人間及び文学作品は人種 race，環境 milieu，時代 mom巴ntの3つの

要素によって規定されるとする決定論的・唯物論的思想を展開した。 r英文学史J

Histoire de la litterature anglaiseなどの大作を残した。

32) 石田憲次， r英文学風土記.l. pp. 41 -41，研究社，昭 47年。

附図には知り得た範囲の大方の地名を載せた。地名の後の括弧内の番号は本文の項目番

号及び注の番号である。
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附図 1
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附図 2 アイルランド島
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附図 3
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